
働きたいシニアをサポート
シニア中小企業サポート人材プログラム講師� 古川晶子さん

新しい物差しで、知らなかった自分を計り、
就職の先にある「定着」を目指しましょう。
これまで培った経験やノウハウを生かして、
中小企業への再就職を目指す方のためのプログラムで
講師を務める古川晶子さん。
講習の意義・効果、受講者の姿、再就職への心構えなど、
新しい一歩を踏み出すためのキーポイントを語っていただきました。

――�古川さんが、シニア中小企業サポート人材
プログラムの講師になられたきっかけを教
えていただけますか。

古川　平成 19 年頃、東京都中小企業振興公社が
主催していた公開セミナーの講師を務めた際に、
東京しごと財団がシニア向けのキャリア支援プ
ログラムを立ち上げるということで、声をかけ
ていただきました。それ以来、第１回のスター
トから現在まで継続して参画しています。

――�どういうことを担当されたのですか。

古川　専門分野で豊富な経験と能力を持ったシ
ニアが中小企業で活躍することを想定した「エ
キスパート人材開発プログラム（※注）」の「中小
企業理解」というコンテンツです。第１回では
中小企業の経営者と受講者との対話（パネルディ
スカッション）のコーディネイトを担当しまし
た。受講者は大企業に勤めていた方が多く、中
小企業に対して「上から目線」で臨んでしまう
傾向がありました。

――�仕事そのものより、企業文化の違いに思い
が至らなかったということでしょうか。

古川　そうです。そこで、パネルディスカッショ

ンの前に、キャリア移行のための気持ちの切り
替えをするプログラムを入れたほうがいいので
は、とご提案したところ、検討していただき、
午前中に気づきを促すワークを行ってから、午
後のパネルディスカッションに臨むという二部
構成に変更となりました。

――�受講者が持っている中小企業へのイメージ
はどのようなものですか。

古川　ポジティブなものもありますが、ネガティ
ブなイメージは強いです。ポジティブな面の見
方を理解して、前向きに求職活動するために、
気持ちの切り替えを促すプログラムは効果があ
ると思います。

――�プログラムは平成25年度から内容の見直
しがされたそうですね。

古川　「エキスパート人材開発プログラム（※注）」
の、専門スキルを中小企業で生かす人材育成か
ら、「シニア中小企業サポート人材プログラム」
という、大手 ･中堅企業で培ってきた総合マネ
ジメント力を生かして再就職を目指すプログラ
ムとなりました。新プログラムでは、私は 1.5
日の日程で、１日目の午後はキャリア移行での
気づき、２日目は午前と午後で、求められるス



キル、働き方、就活プランなどを担当しています。

――�キャリア移行というテーマについて、とく
に意識してきたことはありますか。

古川　プログラムがスタートした平成 19 年は、
団塊の世代が 60 代に突入し、定年退職するか、
定年延長を取り入れる会社では嘱託などに切り
替わるという状況でした。「エキスパート人材開
発プログラム（※注）」受講者の主要な課題は、そ
の変化に自分の気持ちを沿わせたり、中小企業
への見方を変えることでしたが、その後、進路
の可能性にNPOなども入って来ました。また、
新しい仕事と生活に備えて時間の使い方や家族
との関係を見直す必要性や、東日本大震災後に
クローズアップされてきた地域とのかかわりも
重要な要素です。このような変化に対応して、
プログラムの内容も少しずつ変えています。

――�そうした意識はどういうところから生まれ
るのですか。

古川　キャリアコンサルタントとして、幅広い
年代や状況の方のキャリア移行の支援にかかわ
りつつ、プログラムのあり方を考え、社会の変
化に対しても自分ながらアンテナを張るように
しています。年代や状況が異なっても、キャリ
アの移行が困難な人には共通点があるというこ
とが分かってきました。

――�それはどういうことですか。

古川　自分のあり方を、知らないうちに型には
めてしまっているということです。新しい別の
物差しで計ってみるということに気がつかない
まま、新しいことに挑戦しようとすると、困難
さが増すのではないかと思います。今の自分自
身を構成している要素や自分を取り巻く環境に
ついて、これまでの物差しで優劣を決めている

のですが、もしかし
たら捨てているもの
の中に、新しい進路
で使えるものがある
のかも知れない。講
座では、それに気づ
くきっかけをつくる
ために気づきを促す
ワークをしています。

――�講習の効果についてはいかがでしょうか。

古川　シニア中小企業サポート人材プログラム
の就職率は、７割近くというかなり高い数字で
す。私は、受講者がそれまでのキャリアに頼る
ことなく状況を受け入れて、前向きに変化でき
るように促すプログラムを担当しています。15
日間にわたるプログラムの運営は東京しごと財
団の職員が２人で担当し、開講前の面談、選考
も含め、受講者の就職活動の進捗管理や講義の
フォローなど非常に丁寧なサポート体制をとっ
ています。そうしたこまめな対応が、高い就職
率につながっているのだと思います。そこに、
少しでも貢献できていればうれしいです。

――�講師を続けてきて、受講者の変化を感じる
ことはありますか。あるとすれば、それは
どんなことでしょうか。

古川　立ち上がりから９年間務めさせていただ
いていますが、「上から目線」の方が少なくなり
ました。今は全体的に穏やかな方が多くなった
のですが、逆に自信を失っている方もいらっしゃ
るように思います。そういう方には参加型とい
うプログラムのメリットを通じて「気づき」を
促し、東京しごと財団担当職員のこまめなケア
とうまく響き合って前向きになれるよう、お役
に立ちたいと思っています。



――�気づきは、このプログラムのポイントでは
ないかと思いますが。

古川　今、「中小企業サポート人材プログラム」
に参加した方で、しばらくしてから「厳しくも
現実を見据えたご指摘から、就職活動の質が劇
的に変わり、ワークライフバランスを考えた新
しい生活の小さな一歩を踏み出すことが出来ま
した」というメールをくださった方と、その後
もなにかとご縁が続いています。私が主催して
いるワークショップに参加される際の自己紹介
は「古川さんに人生を打ち壊された者です」で
す（笑）。

――�その方は、先生に触発されて自分の中に新
しい物差しが登場して、気づいたんですね。
卒業した受講者の動向は気になりますか。

古川　近況報告をいただくとうれしいです。求
職活動は孤独になりやすいのですが、「中小企業
サポート人材プログラム」では、同期の方どう
し連絡を取り合い、おたがいに元気づけられ、
情報収集にもなっているそうです。離職すると、
次の就職先が決まってから友人や知り合いに連
絡しようと考えがちですが、むしろ積極的に連
絡を取るほうがいいと思います。

――�就職がうまくいかない間は、友人にも会い
たくない気持ちになりますよね。

古川　でも、それではつながりがどんどん失わ

れていってしまいます。今、「孤立」が貧困と同
じように危機の要素のひとつだと指摘されてい
ます。離職して、再チャレンジしようとしても
状況が厳しい中で、時間ばかりが経つうちに孤
立して、人間関係が希薄になってしまうのは、
とても怖いことだと思います。つながりの大切
さは、最近は講座の中でも強調しています。求
職活動中こそ家族との関係や地域とのつながり
を見直し、職の状況にかかわらず、つながりを
広げて行くことが大切です。その一環として、
プログラムで知り合った方達とのつながりを続
けるのも良いと思います。

――�受講者にとっては、再就職先の報酬につい
ても大きな問題ではないかと思うのですが。

古川　受講のための選考で面接があり、その段
階で現実を把握していない方が多いのではない
かと東京しごと財団担当職員の方から聞きます。
３倍くらいの大きなギャップがあるそうです。

――�プログラム修了時に受講者にアンケートを
取るそうですが、古川先生も目を通すので
すか。

古川　はい。「初めての考え方に出会った」とか
「いつも使わない頭を使った」などという感想を
いただくと、やりがいを感じます。もちろん、
お叱りのご意見もしっかり受けとめて、次に生
かしています。

――�参加型のグループワークだと、受講者が互
いに気づきを促すという効果もあるのでは
ないでしょうか。

古川　大いにあります。たとえば、成功体験や
失敗体験を話し合うというワークがあります。
自分の体験を振り返り、ワークシートに基づい
て分析するのですが、一人でやるよりも、人と



話すことで元気に話せ、内容も前向きにとらえ
られるので、その後の積極的な行動につながり
やすいと思います。
――�どういう失敗体験が多いんですか。

古川　コミュニケーション系の事例が多いです。
情報共有ができていない、部下とのやりとりが
ギクシャクしてしまう、といったことです。思
い出すのは嫌だ、という感想を聞くこともあり
ますが、シニアが組織を離れて、ざっくばらん
にそういうことを話せる場は貴重なので、あえ
て実施しています。

――�古川先生の講座でとくに大切にしているこ
とはありますか。

古川　「定着」です。求職活動のゴールは就職先
が決まることではなく、納得感を持って働くこ
とができる状態であり、それが「定着」だと考
えています。「定着」のために大切な要素があり
ます。それは、仕事を通じて成長できることや、
人間関係が豊かになっていくこと。応募先の企
業や職種を決めるときは、賃金や知名度、イメー
ジなどが根拠であることが多いですが、「定着」
にはあまり影響しません。受講者は、在職中は
職場で「定着」の要素すべてが与えられていま
した。これからは、自分でそれらの要素を一つ
一つ作って、組み合わせていく必要があります。
仕事やお金、家族や地域、社会とのかかわりな
ど自分自身のあり方を見直し、組み立て直すと
きです、ということを、毎回、講座でお伝えし
ています。

――�東京しごと財団へ希望することはあります
か。

古川　いつも、受講者のケアをとてもきめ細や
かになさっているので、これからも続けていた
だきたいと願っています。担当者のみなさん大

変だとは思いますが・・・

――�最後に、再就職の意味って何でしょうか。

古川　自分と社会とのつながりを再びつくり、
豊かにしていくということではないでしょうか。
仕事を通じて誰かの役に立ったり誰かの力を借
りたりする、その繰り返しで役割のネットワー
クが広がります。また、経験によって自分のヒ
キダシを増やしていくことができます。どんな
ふうに再スタートしてどんなふうに豊かになっ
ていけるかは、自分しだいです。人生に起こる
出来事は全部大切なキャリアであり、ムダなこ
とは一つもない、不本意な出来事も財産になり
ます。講座ではそこに気づきを得られるよう、
心がけながら進めています。

（※注）エキスパート人材開発プログラム：平成
24 年度以前のプログラムの名称。

プロフィール
古川晶子　キャリアコンサルタント�

九州大学卒業。高校教師、男女共同参画推進
センター職員、人材ビジネス等を経て平成
18年に独立。「人と仕事の幸せな関係性」を
テーマに、企業、大学、行政などの研修、メ
ディアへの寄稿を行う。平成 24年より一般
社団法人さいたまキャリア教育センター代表
理事。東京しごと財団の「シニア中小企業サ
ポート人材プログラム（エキスパート人材開
発プログラム）」には、平成 19 年の第１回
から参画、現在に至る。
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５５歳～６４歳対象 

豊富な経験と能力を活かして中小企業で働きたい方を募集します。 

中小企業への理解を深め、これまでの経験を基に就職を目指す方への

プログラムです。 

 

東京しごとセンター 

（公益財団法人 東京しごと財団） 

http://www.tokyoshigoto.jp/ 

◆ 日程表
  

1 

2 

3 

４ 

５ 

６ 

７ 

８ 

９ 

１０ 

１１ 

1２ 

1３ 

1４ 

1５ 

※ 時間は、
※ 2 月 2 日
※ 2 月 24
※ 3 月 3 日

（事業所

※ 講師・教

場合があ
     
     
 
 
 
 
     

◆お問い

〒102-00
千代田区

(公

表（予定）◆
日 程 

1／29 

（木） 

1／30 

（金） 

2／2 

（月） 

2／3 

（火） 

2／4 

（水） 

2／5 

（木） 

2／6 

（金） 

2／9 

（月） 

2／10 

（火） 

2／12 

（木） 

2／13 

（金） 

2／17 

（火） 

2／24 

（火） 

3／2 

（月） 

3／3 

（火） 

原則として
日（月）は、

4 日（火）は
日（火）は、
の都合により

教室等の都合
あります。 
     
     

     

い合せ◆ 
072  

区飯田橋 3-10
公財)東京し

TEL ０３
E-mail 

◆  

開講式

中小企

中小企

（求め

中小企

（中小

中小企

（中小

応募書

労務

財

サポー

サポー

サポー

修了式

企業と

10：00 か

9：30 から
、13：30 か
13：00 か

り開催されな
合により、科目

      
      

      

0-3 東京し
ごと財団 協

３－５２１１
kyodo@shig

・ガイダンス
業で活かす仕
業で活かす仕
られるスキル
業理解① 
企業の経営戦
業理解② 
企業経営者

類の書き方

務・社会保険

営業 

財務・税務

トプログラム

トプログラム

トプログラム

・まとめ 

の交流会 

から 16：00
ら 16：30 ま
から 15：30

から 16：00
ない場合があり
目が入れ替わ

     
     

     

しごとセンタ
協働事業担当
－２３２５

gotozaidan.o

ス 

仕事力 ①

仕事力 ②
ル・特性に合

戦略、中小企

とのパネルデ

と面接の受け

険 ・労

・社

・営

・マ

・調

・企

・財

 

・税

 

ム① ・自

ム② ・自

ム③ ・進

 

まで（昼休み
まで ※ 2 月
0 まで ※ 3
まで、企業と

ります。） 
わる 

     
     

    

ー8階 

当係 

５ 

or.jp 

科    

（キャリア

合わせた働き

企業経験者の

ディスカッシ

け方 等 

労働基準法関
社会保険（年

営業のしくみ
マーケティン
調査分析 
企画書のポイ
財務：決算書

  経営改
税務：税務実

  税務調

自己ＰＲ文作

自己ＰＲ文添

進捗状況の情

・交流と相互

み 1 時間）で
月 17 日（火
3 月 2 日（月
との交流会を

 

     

ＪＲ

 目 

ア整理・目標

き方・就活プ

の経験談とそ

ションほか）

関係 

年金を中心に

みと営業戦略
ング 

イント 等 
書の理解と会
改善の手法 
実務のポイン
調査と経営改

作成 

添削、応募活

情報交換、テ

互理解 

です。 

火）は、13：
月）は、13：
を予定してお

     

・地下鉄  「飯

「水

地下鉄    「九

標設定ほか） 

プランほか）

その特性 等

 

に） 

略 

会社の診断 
     

ント 

改善の手法 

活動の進め方

テーマ・疑問

30 から 16
：30 から 15

おります。 

     

飯田橋」駅から

水道橋」駅から

九段下」駅から

 

等） 

等 

等 

方など 

問解決 

6：00 まで

5：00 まで

     

徒歩 7 分 

徒歩 5 分   

徒歩 10 分 

 

   

 

 


